
 
１ 募 集 人 数 

H31年度の採用予定者数は、概ね平成30年度並みを予定（但し、高等学校は増員する見込み） 

（H30年度募集人数 小-100，中-50，高-26，特-20，養-18，栄-2，障がいのある方を対象とした選考-3 計219名） 

 

２ 選考・採用の特色 
 (1)出願資格 

全ての募集区分で、59歳の方まで受験できます。 

 

 (2)受験上の特例措置 

①現職教諭（島根県外の国公立学校正式採用教員）への特例 ⇒ 第1次試験の全て又は一部を免除 

※全校種・職種において第1次試験の全て又は一部（一般教養・教職教養試験）を免除します。 

※養護教諭及び栄養教諭は第1次試験を全免除に変更【新規】 

②前年度の第2次試験受験者への特例 

 ・第2次試験結果が「A」で、H30年度に国公私立の学校で常勤又は非常勤の教職員として勤務する者 

⇒ 第1次試験全て免除 

・H30年度に島根県の公立学校で常勤又は非常勤の教職員として勤務する者  ⇒ 第1次試験一部免除 

 

 (3)島根独自の特色ある教員採用 

  ①特定地域の教育に従事する教員 

・小学校⇒石見地域、隠岐地域  ・中学校⇒石見地域、隠岐地域【募集再開】   

・高等学校⇒隠岐地域（隠岐地域に採用から10年以上勤務） 

  ②小学校で、算数・理科指導のリーダー的役割を担う教員 

（小学校免許状＋中学校｢数学｣又は｢理科｣免許状所有者） 

③中学校で、特別支援教育を担当する教員（中学校免許状＋特別支援学校等免許状所有者） 

  

(4)選考にあたって考慮する事項 

①中学校「英語」又は高等学校「英語」免許状所有者（小学校受験者）【新規】 

  ②ポルトガル語での日常会話等を理解し、口頭で表現できる程度の語学力を有する者（小・中学校受験者）【新規】 

     その他、英語検定等の資格取得者(小学校、中学校・高校・特別支援学校中学・高等部の英語受験者)、

複数免許状所有者（中学校受験者）、「情報」免許状所有者（高等学校受験者）など 

 

(5)その他の配慮 

・大学院生（H31 年度進学者を含む）は、合格後最大２年間、合格資格を保持できます。 

・高等学校（水産受験者）について、水産又は商船の普通免許状を有し、3級海技士の海技免状を 

平成 32 年 3 月 31 日までに取得見込みの者は、合格後の採用延期を認めます。【新規】 

－詳細は「平成 31 年度島根県公立学校教員採用候補者選考試験実施要項」に示します－ 

平成 31 年度（平成 30 年度実施試験） 

島根県公立学校教員採用試験のアウトライン 
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